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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、2021年５月13日に公表した2022年３月期(2021年４月１日～2022年３月31

日)の業績予想について、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 
 
1. 業績予想の修正 

(1) 2022年３月期第２四半期(累計)連結業績予想数値の修正(2021年４月１日～2021年９月30日) 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

1株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 13,500 700 600 400 97.50 

今回修正予想（B） 14,040 785 855 555 135.28 

増減額（B－A） 540 85 255 155   

増減率（％） 4.0 12.1 42.5 38.8   

(ご参考）前期第2四半期実績 
(2021年3月期第2四半期) 

 

10,336 

 

78 

 

144 

 

161 

 

39.31 

 

(2) 2022年３月期通期連結業績予想数値の修正(2021年４月１日～2022年３月31日) 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 27,500 1,400 1,300 800 194.99 

今回修正予想（B） 29,000 1,550 1,550 930 226.70 

増減額（B－A） 1,500 150 250 130   

増減率（％） 5.5 10.7 19.2 16.3   

(ご参考）前期実績 
(2021年3月期) 

 

23,110 

 

616 

 

893 

 

651 

 

158.74 

 

 

2. 修正の理由 

当第２四半期連結累計期間の需要動向は、新型コロナウイルスのワクチン接種の進展等により経済活動が

立ち直ってきたことに伴い、回復基調で推移しました。また、新型コロナウイルス感染拡大を抑制させてい

る中国の需要増加が継続し、インドにおける油圧の需要が想定以上に回復したこと、為替が円安で推移した

こと等により、売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益とも前回業績予想数値を

上回る見込みとなりました。 

 



通期の連結業績予想につきましては、日本経済は回復基調で推移するものの、第２四半期まで需要増加が

見られた中国での需要は一段落するものと想定し、連結業績を予想しております。 

なお、業績予想の前提となる為替レートは１USドル110円を前提としております。 

 

 

（注）上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づいて算出しており、実際の業績は、今後の新型コロナウイルス

感染症の拡大の程度・収束時期や国内外の景気動向等、様々な要因により変動する可能性があります。 

 

 

                                        以 上 


